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12月定例会 

　12月定例会は12月１日に招集され、15日ま
での15日間の会期で開きました。今定例会で
は報告３件、令和５年度一般会計補正予算など
の議案23件及び議会運営委員会から発議２件
が提出され、慎重に審議を行いました。

　審議の結果、いずれの議案についても原案の
とおり同意・可決しました。
　一般質問は12月13日、14日に行われ、８議
員が町政全般にわたり質問しました。

第512回定例会 令和5年度補正予算などを可決 令和5年度補正予算などを可決 令和5年度補正予算などを可決 令和5年度補正予算などを可決 

全員賛成で同意・可決した議案等 

※報告は質疑のみで討論・採決は行いません。

概　要 議　案　名 概　要 議　案　名 
市川町外三ケ市町共有財産事務組合議会議員の選任 西井敏幸氏を選任
人権擁護委員の推薦 白井和弘氏を推薦人　事 

条例改正 

その他 

一般職の職員の給与に関する条例の改正

人事院勧告に基づく改正で、期末手当を0.05月分、
勤勉手当を0.05月分それぞれ引き上げるとともに
給料も引き上げる（平均1.1％）。令和５年４月１
日から適用

議会の委任による専決処分（損害賠償の額を定め和
解すること）

人身事故における損害賠償の額を602,060円と定
め和解

議会の委任による専決処分（損害賠償の額を定め和
解すること）

物損事故における損害賠償の額を66,099円と定め
和解

発　議 

報　告 

中播公平委員会委員の選任 　畑一浩氏を選任

一般会計補正予算（第５号） 6320万円増額（総額89億420万円）

一般会計補正予算（第６号） １億1970万円増額（総額90億2390万円）

国民健康保険事業特別会計補正予算（第２号） 1702万８千円増額（総額18億5302万８千円）

令和5年度 
補正予算 

後期高齢者医療事業特別会計補正予算（第１号） 908万６千円増額（総額３億1908万６千円）

介護保険事業特別会計補正予算（第１号） 3370万円増額（総額18億4120万円）

水道事業会計補正予算（第２号） 収益的収入及び支出を補正

工業用水道事業会計補正予算（第１号） 収益的収入及び支出を補正

下水道事業会計補正予算（第１号） 収益的収入及び支出、資本的収入及び支出を補正

下水道事業会計補正予算（第２号） 浄化センター債務負担行為を補正
人事院勧告に基づく改正で、特別職及び議会議員
の期末手当を0.1月分引き上げる。令和５年４月
１日から適用

特別職に属する常勤の職員の給与に関する条例及び
議会議員の議員報酬、費用弁償及び期末手当に関す
る条例の改正

情報公開条例の改正 情報公開に係るコピー代を１枚10円に引き下げ

印鑑の登録及び証明に関する条例の改正 電子証明書を搭載したスマートフォンで印鑑証明
書の交付申請が行えるようにする

国民健康保険税条例の改正 出産する被保険者に係る産前産後期間の所得割額
及び被保険者均等割額を免除

文珠荘の指定管理者の指定 指定管理者にメディカ・ジャパン株式会社を指定

　川観光交流センターの指定管理者の指定 指定管理者に株式会社ＰＡＧＥを指定

町道路線の認定 ２級2371号線及び３級453号線を認定

議会の委任による専決処分（福崎小学校トイレ改修
工事）

事業量の減により1,632,400円を減額
（変更後78,007,600円）

議会会議規則の改正
ペーパーレス会議システム導入のためタブレット
等の情報通信端末機器を本会議及び委員会で使用
できるよう改正

議会傍聴規則の改正 社会情勢などを勘案し、傍聴席に入ることができ
ない者の条文を改正

駅前観光交流センター及び福崎駅前交流広場の指定
管理者の指定 指定管理者に株式会社ＰＡＧＥを指定

手数料条例の改正
役場窓口における、戸籍謄抄本等の広域交付及び
戸籍、除籍の電子証明書提供用識別符号の発行等
に係る手数料を新たに定めるほか、関係条文の整
備を行う
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　子育て世帯の負担軽減、次世代育成支援等の観点から、全世代対応型の持続可能な社会保障制
度を構築するための健康保険法等の一部を改正する法律、それに伴う関係政令の整備に関する政
令が公布され、国民健康保険制度においても出産する被保険者に係る産前産後期間の所得割額及
び被保険者均等割額の免除規定が創設されました。
　これに伴い、福崎町国民健康保険税条例を一部改正します。

国民健康保険税条例を改正 
国民健康保険税の産前産後期間の免除措置 令和6年1月から 

対　象 
　出産する被保険者（令和５年11月出産予定者から適用）

免除措置 
　原則世帯主からの届出により、出産予定月の前月（多胎妊娠の場合は
三月前）から出産予定月の翌々月までの期間に係る出産する被保険者の
所得割額及び均等割額を免除。

　※令和５年度は、令和６年１月から３月分が免除対象

国・地方の財政負担割合 
　国：１/２、都道府県：１/４、市町村：１/４

賛否の分かれた議案等 

※前川議長は賛否同数の採決以外は採決に加わりません。
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○ ● 

○ ● 

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― 会計年度任用職員の給与及び費用弁償に
関する条例の改正

三
輪
一
朝
 

条例改正 

　現在、国や都道府県、県内他市町ではコピー代は用紙１枚につき10円になっているところが
多く、他の自治体と比較すると福崎町の情報公開に係るコピー代は１枚30円で高くなっています。
また、本町の個人情報の開示請求ではコピー代を１枚10円としており公文書開示と個人情報開
示で差が生じていることから、公文書開示に係るコピー代を１枚10円に引き下げ、住民サービ
スの向上につなげます。

情報公開条例を改正 

　電子署名等に係る地方公共団体情報システム機構の認証業務に関する法律の一部が改正され、
マイナンバーカードの所持者はマイナンバーカードの電子証明書をスマートフォンにも搭載する
ことができるようになりました。このことにより、電子証明書を搭載したスマートフォンだけで
様々なサービスの利用や申込みができるようになります。福崎町では、マイナンバーカードを利
用して、コンビニ等で印鑑登録証明書等を交付するサービスを実施していますが、電子証明書を
搭載したスマートフォンでも印鑑登録証明書の交付申請が行えるようにします。
　※現在使用できる機器はアンドロイド系のスマートフォンのみです。

印鑑の登録及び証明に関する条例を改正 
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住 所 

福崎町八千種 

任 期 

令和6年4月1日 
　　　　　～3年間 

中
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住 所 

市川町上牛尾 

任 期 

令和6年1月1日から 
令和7年6月30日まで 

　畑 一浩氏
はたひろ かず ひろ
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12月定例会 

　一般会計補正予算（第５号）は歳入歳出それぞれ6320万円を追加し、補正後の予算総額を89億
420万円としました。

令和5年度 一般会計補正予算（第5号） 
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白井 和弘氏
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市川町外三ケ市町共有財産事務組合とは 
　市川町・福崎町・姫路市・加西市の４市
町からなり、共有する土地の維持管理に関
する事務を共同処理する組合です。共有山
は西小畑山、東小畑山、御舟山、日原山、
河内山、加茂地山、忍辱山、岩戸山の８山
です。議員は発足当時の入会権のあった地
区（集落）より１人ずつ推薦され関係市町
の議会の同意を得て就任しています。

豆 知 識 人権擁護委員とは 
　人権擁護委員法に基づいて、人権
相談を受けたり人権の考えを広める
活動をしている民間ボランティアです。
人権擁護委員制度は、様々な分野の
人たちが人権思想を広め、地域の中
で人権が侵害されないように配慮し
て人権を擁護していくことが望まし
いという考えから設けられたものです。

豆 知 識 中播公平委員会とは 
　地方公務員の職員の勤務条件に関
する措置の要求及び職員に対する不
利益処分を審査し、並びにこれにつ
いて必要な措置を講ずることを職務
とする行政委員会です。

豆 知 識 

項　　　目 内　　　　　容 金　額 

体育館運営費器具修繕料 町民第１体育館のトレーニング室のランニングマシン等を修繕51万3千円

電算システム改修等業務委託料
戸籍等の氏名にふりがなが追加されることによるコン
ビニ交付システムの改修費用

190万円

障害者福祉システム改修業務委託料 令和６年度障害福祉サービス等報酬改定に係るシステム改修費用130万円

老人福祉施設入所者措置委託料 老人ホーム入所者４名の増加540万円

環境衛生費機械器具修繕料 福崎駅前公衆便所の多目的トイレのベビーシートを更新24万4千円

農業生産コスト低減緊急対策事業補助金 １営農から事業実施の取りやめの申出があったため減額△215万円

森林病害虫防除事業委託料 ナラ枯れ大径木伐倒処理による事業費の増加120万円

商工業振興費施設修繕料 　川山公園天狗装置70万円、七種山バイオトイレ100万円170万円

常備消防費委託料 中播消防署建替予定地の不動産鑑定委託料及び物件調査委託料310万円

主な補正内容 
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八千種小学校学童保育園試験的開設終了 

委 員 長　　 高 平 記  
副委員長　石 川 　 治  
委　　員　河 嶋 重一郎 
委　　員　城 谷 英 之  
委　　員　冨 田 昭 市  
委　　員　松 岡 秀 人  
委　　員　三 輪 一 朝  

総務文教常任委員会 
中学校体育大会での部活動行進について 

福崎町立中学校新制服導入 福崎町立中学校新制服導入 福崎町立中学校新制服導入 
【背景】 
　福崎町立中学校では長年にわたり詰襟・セー
ラー服を制服としてきました。これらは各校開
校時より継続して使用されていて、これまで大
切に受け継がれているものです。しかし現在、
原材料の価格高騰に伴う保護者の経済的負担、
生地やデザイン・機能性の向上、急激な気候の
変動、性に対する価値観の多様化（LGBTQ）等

の課題への対応の必要性があります。
　両校ではこれまで、生徒や保護者・地域など
から制服に関する意見や質問が出ており、福崎
西中学校・福崎東中学校において検討した結果、
両校で「制服検討委員会」を立ち上げ、同一歩
調で「制服の変更」に向けて進めていくことに
なりました。

　現在、福崎西中学校では部活動行進をしていますが、福崎東中
学校は外部の習い事をしている生徒が多いため部活動行進はして
いないという状況を受け、委員からたとえ外部の活動であっても
それを含めて生徒会や子どもたちがどうしたいのか聞いて判断し
なければならなのではないかという意見がありました。
　教育長から子どもたちが主人公にならないといけないという答
弁がありました。子どもたちの意見を尊重してほしいと思います。

開 設 日：８月１日（火）～

実施時間：８月　７時30分～19時
　　　　　９月　授業終了後～19時

開設状況 開設状況 

教育委員会としての評価 

年　　度 

令和７年度（１年目）

令和８年度（２年目）

令和９年度（３年目）

令和10年度（４年目）

令和11年度（５年目）

令和12年度（６年目）

混在可（新制服を基本とする）

混在可（新制服を基本とする）

混在可（新制服を基本とする）

新制服のみ

混在可（現制服を基本とする）

新制服のみ 混在可（新制服を基本とする）

混在可（現制服を基本とする）

新制服のみ 混在可（新制服を基本とする）

1年生  2年生  3年生  

新制服への移行スケジュール 

　夏休みは平均11人の利用があり、一定数の利用があったと考えています。開設前の事前のア
ンケートでは八千種小学校の42件、49.4％の家庭が利用したいということでしたが、毎日利用す
る児童はいませんでした。週１回利用が１人、週２回利用が６人、週３回利用が１人、週４回以
上の利用はありませんでした。平日については２名の指導員で３人程度の児童を見るという状況
になるため、施設の運営として継続は好ましくないと考えています。

今後について 
　11月末をもって試験的開設を終了し、今後は長期休業中のみ八千種小学校で開設予定です。

平均利用者数
８月
９月
10月

最大利用人数 最小利用人数
11.0人 19人 ６人

3.3人 ６人 １人
3.5人 ５人 ２人
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民生まちづくり常任委員会 

　浄化センター横のさるび
あ公園の公園施設整備工事
について報告がありました。
　公園の空きスペースにト
イレや日よけ施設、屋外時
計、健康器具などを設置す
る予定です。
　公募型プロポーザル方式
で業者が決定し、来年度か
ら使用できるよう工事をし
ています。

委 員 長　小 林 　 博  
副委員長　牛 尾 雅 一  
委　　員　植 岡 茂 和  
委　　員　宇 　 壽 幸  
委　　員　大 塚 記美代 
委　　員　竹 本 繁 夫  
委　　員　前 川 裕 量  

民生まちづくり常任委員会 

さるびあ公園にトイレ、日よけなどを設置 さるびあ公園にトイレ、日よけなどを設置 さるびあ公園にトイレ、日よけなどを設置 

特定健診実施状況 

令和3年度 

人間ドック 

対 象 者 

町ぐるみ検診 

令和4年度 令和5年度 

2930人 2826人 2613人

123人 76人 65人

961人 943人 934人

合　　計 1084人 1019人 999人

受 診 率 37.0％ 36.1％ 38.2％

11月19日現在の報告がありました。

観光交流センター開館時間変更 令和6年4月1日～ 

　駅前・　川観光交流センターは令和元年10月に開館し、４年が経ちます。来館者数は両セン
ターで年間10万人を超える状況となっていますが、夕方の時間帯になると来館者が少なくなる
ため開館時間等について変更すると報告がありました。

駅　前 

開館時間 

休 館 日 

変更前 変更後 

　　川 

開館時間 

休 館 日 

変更前 変更後 

午前9時から午後8時まで 

年末年始 
（12月29日から翌年1月3日まで） 

午前10時から午後6時まで 

水曜日 
（休日に当たるときは、その日後におい 

て最も近い休日でない日） 

水曜日 
（休日に当たるときは、その日後において最も近い休日でない日） 

年末年始（12月31日から翌年1月3日まで） 

年末年始 
（12月29日から翌年1月3日まで） 

午前9時から午後7時まで 

4月から10月　平　日　午前10時から午後5時まで 
　　　　　　　土日祝　午前10時から午後6時まで 

11月から3月　午前10時から午後5時まで 

令和５年度さるびあ公園完成イメージ図
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「一般質問」は公の場である議会で行政全般について町長の考え方
や町政を質し、議員自らも政策提言を行い政治姿勢を明らかにする
大切な場です。質問をする議員は町長に事前に質問内容を通告しま
す。議員の質問（持ち時間）は45分間となっています。質問した
議員が原稿を起こし「議会だより」に掲載しています。　

ただ
「一般質問」は公の場である議会で行政全般について町長の考え方
や町政を質し、議員自らも政策提言を行い政治姿勢を明らかにする
大切な場です。質問をする議員は町長に事前に質問内容を通告しま
す。議員の質問（持ち時間）は45分間となっています。質問した
議員が原稿を起こし「議会だより」に掲載しています。　

ただ

通 告 の 内 容 

各議員の一般質問のページは字数に制限があるため抜粋されています。
一般質問の詳細な様子はＱＲコードを読み取って動画でご覧いただくことができます。

①学校施設について
②さるびあドーム設備について
③都市計画道路について
④前回質問について

植 岡 茂 和  
８ ペ ー ジ  

うえ おか しげ かず 

①月見橋の拡幅について
②交通安全施設について
③区長会要望に対して

竹 本 繁 夫  
１０ページ 

たけ もと しげ お ①子育て支援と教育課題について
②安全な町づくりについて
③観光対策について
④上下水道事業について
⑤信頼と住民参加

小 林 　 博  
１４ページ 

こ ばやし ひろし 

①認知症基本法を、福崎町ではどのよ
　うに活用するのか
②精神障害のある人の経済支援対策に
　ついて
③役場職員の超過勤務とやりがいにつ
　いて

大塚記美代 
１１ページ 

おお つか き み よ ①ふるさと納税について
②春日山について
③伝統文化について

城 谷 英 之  
１５ページ 

しろ たに ひで ゆき 

①福崎町民の生活を支えている民間事
　業者による福崎町内を運行する路線
　バス等について
②ふるさと納税受入額の拡大について

三 輪 一 朝  
１２ページ 

み わ かず とも 

①学生歌人岸上大作先生の顕彰につい
　て
②こども家庭センター設置の進捗状況
　について
③農業委員会のあり方について

石 川 　 治  
９ ペ ー ジ  

いし かわ おさむ 

①　川界隈及び　川山の観光振興につ
　いて
②西部及び東部工業団地の拡張につい
　て
③前回の質問について

牛 尾 雅 一  
１３ページ 

うし お まさ かず 
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福
崎
駅
田
原
線
の
進

捗
は
ど
う
か
。
 

　
令
和
５
年
度
は
主
に
用

地
買
収
を
実
施
し
て
お
り
、

数
名
の
方
に
は
契
約
を
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
て
い

ま
す
。

 
 
用
地
の
契
約
に
は
地

権
者
の
方
の
協
力
と
理
解

が
必
要
だ
と
思
う
が
、
地

権
者
の
方
々
の
中
に
反
対

さ
れ
て
い
る
方
は
お
ら
れ

る
か
。
 

　
す
べ
て
の
方
に
ご
理
解

と
ご
協
力
を
得
ら
れ
て
い

る
状
況
に
は
な
っ
て
い
ま

せ
ん
。

 
 
事
業
完
了
は
令
和
７

年
度
末
と
の
説
明
を
受
け

て
い
る
が
、
予
定
通
り
進

捗
し
て
い
る
か
。
 

　
令
和
７
年
度
末
完
成
を

目
指
し
て
い
ま
す
が
、
用

地
買
収
等
で
遅
れ
が
生
じ

て
き
て
い
る
た
め
難
し
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

 
 
地
元
区
か
ら
の
要
望

を
公
安
委
員
会
と
協
議
を

し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
前

回
の
答
弁
で
は
「
横
断
歩

道
に
つ
い
て
は
１
か
所
な

ら
協
議
に
乗
っ
て
も
ら
え

そ
う
」
と
の
事
だ
っ
た
が
、

そ
の
後
の
状
況
は
。
 

　
交
差
点
協
議
に
お
い
て

認
め
て
も
ら
え
て
い
な
い

箇
所
は
横
断
歩
道
設
置
が

２
か
所
、
通
行
規
制
の
取

り
や
め
が
２
か
所
と
な
っ

て
い
ま
す
。
前
回
の
議
員

の
質
問
の
中
で
も
あ
り
ま

し
た
よ
う
に
、
横
断
歩
道

１
か
所
に
つ
い
て
は
設
置

さ
れ
る
と
考
え
て
い
ま
す

が
、
残
り
の
３
点
に
つ
き

ま
し
て
は
現
在
進
ん
で
い

ま
せ
ん
。
公
安
委
員
会
の

判
断
基
準
は
安
全
性
を
優

先
し
て
い
ま
す
の
で
、
要

望
に
難
し
い
面
が
あ
る
の

は
承
知
し
て
い
ま
す
が
、

日
常
生
活
と
し
て
利
用
さ

れ
て
い
る
地
元
の
方
々
の

要
望
で
あ
る
事
を
踏
ま
え

引
き
続
き
公
安
委
員
会
と

協
議
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

 
 
福
崎
駅
田
原
線
沿
線

に
お
け
る
活
性
化
施
策
の

一
環
と
し
て
、
沿
道
区
域

の
用
途
地
域
の
変
更
に
つ

い
て
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。 

　
町
道
福
崎
駅
田
原
線
の

沿
道
は
、
現
在
は
、
第
２

種
中
高
層
住
居
地
域
と
な

っ
て
お
り
、
住
宅
や
小
規

模
な
店
舗
に
つ
い
て
は
建

築
が
可
能
と
な
っ
て
い
ま

す
。
今
後
は
地
元
の
意
見

も
聞
き
な
が
ら
用
途
地
域

の
変
更
を
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

 
　
さ
る
び
あ
ド
ー
ム
で

の
イ
ベ
ン
ト
参
加
が
増
え
、

器
具
の
洗
い
場
を
増
設
し

て
ほ
し
い
と
い
う
声
が
あ

る
。
検
討
で
き
な
い
か
。
 

　
見
積
り
を
徴
取
す
る
な

ど
し
て
設
置
で
き
な
い
か

検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

 
　
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
場

の
シ
ェ
ル
タ
ー
等
の
設
置

に
つ
い
て
ど
う
か
。
 

　
見
積
り
を
徴
取
し
令
和

６
年
度
の
設
置
に
向
け
て

進
め
て
い
ま
す
。

社
会
教
育
課
長
 

社
会
教
育
課
長
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 さ

る
び
あ
ド
ー
ム

さ
る
び
あ
ド
ー
ム
 

設
備
に
つ
い
て
　

設
備
に
つ
い
て
　
 

さ
る
び
あ
ド
ー
ム
 

設
備
に
つ
い
て
　
 

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
場

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
場
 

に
つ
い
て
　
　
　
　

に
つ
い
て
　
　
　
　
 

ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
場
 

に
つ
い
て
　
　
　
　
 

町道福崎駅田原線の事業は、 
予定通り進捗しているか 
予定していた令和７年度末完了というのは難しいと 
考えています 植 岡 茂 和 

福崎駅田原線　イメージ図
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問
 

問
 

問
 

問
 

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
設
置
の

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
設
置
の
 

進
捗
状
況
に
つ
い
て
　
　
　
　

進
捗
状
況
に
つ
い
て
　
　
　
　
 

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
設
置
の
 

進
捗
状
況
に
つ
い
て
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２
人
の
名
誉
町
民
よ

り
も
は
る
か
に
福
崎
町
に

ゆ
か
り
の
深
い
学
生
歌
人

岸
上
大
作
先
生
だ
が
、
平

成
２６
年
度
に
　
川
山
に
望

郷
の
丘
を
設
置
し
た
の
み

で
、
そ
の
後
の
顕
彰
に
つ

い
て
は
全
く
触
れ
ら
れ
な

い
。
 

　
福
崎
町
と
し
て
顕
彰
す

る
こ
と
な
く
今
ま
で
過
ぎ

て
し
ま
っ
た
が
ゆ
え
に
、

生
家
跡
も
取
り
壊
さ
れ
て

し
ま
い
、
ま
た
岸
上
大
作

信
奉
者
の
聖
地
と
な
っ
て

い
た
お
墓
に
つ
い
て
も
、

い
つ
の
間
に
か
墓
じ
ま
い

を
さ
れ
て
お
り
何
も
残
っ

て
い
な
い
。
 

　
名
だ
た
る
学
生
歌
人
で

あ
っ
た
岸
上
大
作
先
生
を
、

何
も
な
か
っ
た
か
の
よ
う

に
忘
れ
去
ら
れ
る
ま
ま
に

し
て
お
い
て
よ
い
の
か
。
 

  　
若
く
し
て
亡
く
な
ら
れ

て
い
る
が
ゆ
え
に
、
専
門

家
の
方
に
は
よ
く
知
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
福
崎
町
内

で
の
知
名
度
は
そ
ん
な
に

高
く
な
い
と
認
識
し
て
い

ま
す
。
こ
の
町
内
に
い
た

と
か
町
民
に
対
す
る
貢
献

度
な
ど
の
実
績
が
あ
ま
り

知
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う

認
識
で
い
ま
す
。

 
 
福
崎
町
名
誉
町
民
条

例
に
は
、
文
化
の
進
展
に

貢
献
し
、
そ
の
功
績
が
卓

絶
で
、
世
の
敬
仰
に
値
す

る
と
認
め
ら
れ
た
者
に
対

し
て
、
名
誉
町
民
の
称
号

を
贈
る
と
な
っ
て
い
る
。

名
誉
町
民
は
町
長
が
議
会

の
同
意
を
得
て
決
定
す
る

と
な
っ
て
い
る
が
、
歴
代

町
長
も
な
ぜ
か
触
れ
ら
れ

な
か
っ
た
こ
の
件
に
つ
い

て
、
尾
　
町
長
の
考
え
は
。
 

  　
岸
上
大
作
と
い
う
歌
人

が
お
ら
れ
た
こ
と
は
私
も

存
じ
て
い
ま
す
。
た
だ
、

名
誉
町
民
に
値
す
る
か
ど

う
か
と
い
う
こ
と
は
よ
く

考
え
て
み
な
け
れ
ば
い
け

な
い
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
提

案
を
受
け
た
の
は
初
め
て

だ
と
思
っ
て
お
り
、
町
民

の
多
く
の
皆
さ
ん
が
思
っ

て
お
ら
れ
る
の
か
、
そ
う

い
っ
た
こ
と
も
含
め
て
考

え
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け

な
い
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。

 
　
福
崎
町
と
し
て
、
図

書
館
に
も
何
も
な
い
。
歌

人
と
し
て
の
紹
介
は
必
要

で
あ
る
。
せ
め
て
町
立
図

書
館
に
は
紹
介
の
コ
ー
ナ

ー
を
設
け
て
顕
彰
す
べ
き

で
は
な
い
か
。
 

  　
岸
上
大
作
先
生
の
著
作

に
つ
い
て
は
絶
版
に
な
っ

て
い
る
も
の
が
多
く
入
手

し
に
く
い
の
で
す
が
、
今

後
検
討
し
た
い
と
思
い
ま

す
。

 
 
令
和
６
年
度
施
行
の

各
市
町
村
に
お
け
る
こ
ど

も
家
庭
セ
ン
タ
ー
設
置
に

つ
い
て
の
進
捗
状
況
は
現

在
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
か
。
母
子
保
健
法
に
基

づ
く
「
子
育
て
世
代
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
」
と
、
児

童
福
祉
法
に
基
づ
く
「
子

ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
」

が
併
存
し
て
い
る
が
、
こ

れ
ら
二
つ
の
設
立
の
意
義

や
機
能
は
維
持
し
た
上
で

組
織
を
見
直
し
、
全
て
の

妊
産
婦
、
子
育
て
世
帯
、

こ
ど
も
へ
一
体
的
に
相
談

支
援
を
行
う
機
能
を
有
す

る
機
関
「
こ
ど
も
家
庭
セ

ン
タ
ー
」
を
令
和
６
年
４

月
か
ら
設
置
に
努
め
る
と

な
っ
た
。
 

  　
こ
ど
も
家
庭
庁
か
ら
の

「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

設
置
運
営
要
綱
案
」
に
基

づ
き
、
令
和
６
年
度
か
ら

の
「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ

ー
」
設
置
に
向
け
て
現
在

準
備
を
し
て
い
ま
す
。
機

能
的
に
は
議
員
が
言
わ
れ

る
と
お
り
、
お
お
む
ね
現

行
の
母
子
保
健
事
業
及
び

子
育
て
事
業
の
内
容
と
な

る
た
め
、
保
健
セ
ン
タ
ー

で
一
体
的
に
実
施
し
て
い

く
予
定
で
す
。

学生歌人岸上大作先生の顕彰に 
ついて 

教
育
長
 

町
長
 

姫路文学館内岸上大作展示コーナー

社
会
教
育
課
長
 

ほ
け
ん
年
金
課
長
 

石 川 　治  
岸上大作先生の著作について、絶版が多く入手しにくい 
ですが図書館への掲示等も検討します 
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現
況
の
幅
員
で
は
す

れ
違
う
こ
と
が
で
き
な
い
。

度
々
大
声
を
発
す
る
ト
ラ

ブ
ル
が
あ
る
と
聞
く
。
月

見
橋
を
拡
幅
改
修
す
る
必

要
性
が
あ
る
と
考
え
る
が
。
 

　
現
況
の
幅
員
で
は
乗
用

車
の
す
れ
違
い
通
過
が
困

難
で
す
。
拡
幅
す
る
に
し

て
も
現
在
の
河
川
占
用
の

基
準
を
満
た
す
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。
取
り
付
け
道

路
で
あ
る
国
道
３
１
２
号

線
、
町
道
千
束
新
町
線
の

か
さ
上
げ
が
必
要
と
な
り
、

か
さ
上
げ
高
は
約
1.5
m
が

必
要
と
な
る
た
め
、
拡
幅

計
画
等
は
考
え
ら
れ
ま
せ

ん
。

 　
　
現
在
の
月
見
橋
を
取

り
壊
し
、
す
れ
違
い
可
能

な
新
し
い
橋
を
架
け
る
場

合
、
ど
の
く
ら
い
の
費
用

が
必
要
か
。
 

　
取
り
付
け
の
道
路
の
問

題
が
あ
る
た
め
、
現
在
の

場
所
で
の
橋
の
架
け
替
え

は
現
実
的
で
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
の
で
、
工
事
費

の
試
算
は
行
っ
て
い
ま
せ

ん
。

　
　
道
路
の
停
止
線
や
横

断
歩
道
の
線
が
消
え
か
か

っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
。

交
通
量
の
問
題
も
あ
る
と

考
え
る
が
、
計
画
的
に
白

線
を
引
く
こ
と
は
で
き
な

い
か
。
 

　
警
察
で
確
認
さ
れ
て
い

る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

町
と
し
て
も
町
内
の
横
断

歩
道
を
確
認
し
、
塗
り
な

お
し
が
必
要
な
箇
所
に
つ

い
て
は
警
察
に
要
望
を
し

て
い
ま
す
。
横
断
歩
道
の

手
前
に
あ
る
ダ
イ
ヤ
マ
ー

ク
に
つ
い
て
も
併
せ
て
お

願
い
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
西
中
学
校
北
側
（
神

谷
側
）
で
、
ほ
場
整
備
さ

れ
て
い
る
側
の
道
路
の
外

側
線
が
消
え
て
い
る
。
 

　
外
側
線
等
に
つ
い
て
は

道
路
管
理
者
が
行
い
ま
す
。

西
中
の
路
線
に
つ
き
ま
し

て
は
、
ほ
場
整
備
事
業
が

完
了
次
第
、
舗
装
工
事
と

併
せ
て
行
い
ま
す
。

　
　
冬
の
冷
え
込
み
で
カ

ー
ブ
ミ
ラ
ー
が
曇
り
が
ち

に
な
り
見
え
な
く
な
る
と

危
険
。
毎
年
何
基
入
れ
替

え
を
行
っ
て
い
る
か
。
 

　
凍
結
防
止
ミ
ラ
ー
は
令

和
２
年
度
、
３
年
度
は
10

基
で
す
。
令
和
４
年
度
は

交
通
安
全
対
策
基
金
も
活

用
し
て
19
基
、
令
和
５
年

度
は
25
基
程
度
を
取
替
設

置
す
る
予
定
で
す
。

　
　
区
長
会
要
望
で
継
続

要
望
、
新
規
要
望
の
数
と

予
算
額
は
ど
の
く
ら
い
か
。

ま
た
、
予
算
要
望
に
対
し

て
一
定
の
予
算
確
保
は
で

き
な
い
か
。
 

　
新
規
要
望
が
７
件
、
継

続
要
望
が
11
件
で
す
。

　
要
望
事
項
の
内
容
を
精

査
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
必

要
な
も
の
に
予
算
を
確
保

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

住
民
生
活
課
長
 

住
民
生
活
課
長
 

問
 

問
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

問
 

町
長
 

総
務
課
長
 

問
 

問
 

問
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月見橋の拡幅改修の必要性は 

利用者もあり、必要性は感じるが、物理的に困難です 

交
通
安
全
施
設
　

交
通
安
全
施
設
　
 

　
　
　
に
つ
い
て

　
　
　
に
つ
い
て
 

交
通
安
全
施
設
　
 

　
　
　
に
つ
い
て
 

区
長
会
要
望
　

区
長
会
要
望
　
 

　
　
　
に
つ
い
て

　
　
　
に
つ
い
て
 

区
長
会
要
望
　
 

　
　
　
に
つ
い
て
 

月見橋通行状況



一般質問 

 
 
本
年
６
月
に
「
認
知

症
基
本
法
」
が
で
き
た
。

こ
の
法
律
で
は
そ
れ
ぞ
れ

の
町
の
実
情
に
合
わ
せ
た

対
策
を
講
じ
る
よ
う
に
と

い
う
こ
と
だ
が
、
町
内
の

認
知
症
の
人
の
把
握
は
し

て
い
る
か
。
 

  　
介
護
認
定
を
受
け
て
い

る
人
の
中
で
、
認
知
症
の

方
の
人
数
は
約
２
８
０
人

で
す
。
こ
れ
は
令
和
４
年

度
集
計
に
よ
る
数
値
で
す

の
で
、
現
状
は
高
齢
者
数

の
増
加
に
よ
り
、
も
う
少

し
多
い
数
値
に
な
る
と
思

わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
医
療

も
介
護
保
険
も
受
け
て
い

な
い
方
の
把
握
は
で
き
ま

せ
ん
。

 
 
認
知
症
基
本
法
で
は

認
知
症
の
人
の
意
向
を
十

分
に
尊
重
し
つ
つ
、
良
質

か
つ
適
切
な
保
健
・
医
療
 

・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
切
れ

目
な
く
提
供
さ
れ
る
こ
と

と
あ
る
。
認
知
症
の
人
の

意
向
を
福
崎
町
と
し
て
は

ど
の
よ
う
に
尊
重
す
る
の

か
。
ま
ず
認
知
症
当
事
者

の
意
向
を
聞
い
た
こ
と
が

あ
る
か
。
 

  　
認
知
症
の
方
々
か
ら
の

直
接
的
な
意
見
に
つ
い
て

は
、
今
後
は
、
認
知
症
カ

フ
ェ
な
ど
に
職
員
が
出
向

く
な
ど
し
て
意
見
や
意
向

を
伺
う
機
会
を
設
け
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
現
状

で
は
、
当
事
者
の
方
か
ら

意
見
を
聞
い
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
。

 
 
今
後
は
地
域
住
民
の

役
割
も
大
き
く
な
っ
て
く

る
と
思
う
が
、
認
知
症
に

対
す
る
住
民
の
理
解
は
進

ん
で
い
る
か
。
 

  　
今
後
、
ひ
と
り
暮
ら
し

の
高
齢
者
は
ま
す
ま
す
増

加
す
る
と
考
え
て
い
ま
す

の
で
、
認
知
症
に
な
っ
て

も
地
域
で
周
囲
の
方
々
の

支
え
で
暮
ら
し
て
い
け
る

よ
う
、
啓
発
活
動
に
力
を

入
れ
て
い
き
ま
す
。
認
知

症
カ
フ
ェ
を
も
う
一
か
所
、

八
千
種
地
区
に
で
き
な
い

か
検
討
中
で
す
。

　
 
福
崎
町
の
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
所
持
者

は
年
々
増
加
し
て
い
る
が
、

そ
の
方
々
の
生
活
状
況
は

把
握
し
て
い
る
か
。
 

 　
精
神
障
害
者
保
健
福
祉

手
帳
２
級
の
方
は
福
崎
町

で
は
１
０
１
人
お
ら
れ
ま

す
。
そ
の
中
で
一
般
就
労

に
つ
い
て
い
る
方
の
人
数

は
把
握
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

 
 
厚
労
省
の
デ
ー
タ
で

は
、
一
般
就
労
が
１
年
以

上
続
い
て
い
る
人
は
約
４

割
で
あ
る
。
経
済
的
に
苦

し
い
状
況
が
推
測
で
き
る
。

精
神
科
以
外
の
診
察
料
を

１
割
負
担
に
で
き
な
い
か
。
 

 　
福
崎
町
の
福
祉
医
療
制

度
で
は
、
県
の
制
度
に
合

わ
せ
精
神
障
害
者
保
健
福

祉
手
帳
を
お
持
ち
の
方
の

う
ち
１
級
の
方
だ
け
を
対

象
に
精
神
疾
患
以
外
の
疾

病
に
か
か
る
医
療
費
を
助

成
し
て
い
ま
す
。
２
級
、

３
級
の
方
の
医
療
費
を
助

成
す
る
こ
と
に
な
る
と
町

単
独
で
そ
の
制
度
を
拡
大

す
る
こ
と
が
必
要
に
な
っ

て
く
る
た
め
、
現
在
の
と

こ
ろ
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

福
祉
課
課
長
補
佐
 

問
 

問
 

福
祉
課
課
長
補
佐
 

福
祉
課
課
長
補
佐
 

福
祉
課
課
長
補
佐
 

ほ
け
ん
年
金
課
長
 

問
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問
 

問
 

認知症になっても、地域で、周囲の方々の支えで 
暮らしていけるよう、啓発活動に力を入れていきます 

認知症基本法を福崎町では 
どのように活用するのか 

精神障害者保健福祉手帳

大塚記美代 

精
神
障
害
の
あ
る
方
の
　

精
神
障
害
の
あ
る
方
の
　
 

経
済
支
援
対
策
に
つ
い
て

経
済
支
援
対
策
に
つ
い
て
 

精
神
障
害
の
あ
る
方
の
　
 

経
済
支
援
対
策
に
つ
い
て
 



一般質問 

 
 
福
崎
町
の
ふ
る
さ
と

納
税
受
入
額
は
伸
び
悩
み
、

昨
年
は
県
下
自
治
体
で
下

位
か
ら
４
番
目
で
あ
っ
た
。
 

　
加
西
市
は
、
県
下
１
位

の
ふ
る
さ
と
納
税
受
入
額

を
原
資
に
、
給
食
費
と
０

〜
２
歳
児
保
育
料
を
無
償

化
し
た
。
 

　
福
崎
町
の
ふ
る
さ
と
納

税
受
入
額
拡
大
に
向
け
た

人
員
強
化
な
ど
の
テ
コ
入

れ
を
求
め
る
。
 

 　
ふ
る
さ
と
納
税
を
何
と

か
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と

い
う
強
い
思
い
か
ら
、
人

員
の
強
化
も
含
め
て
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
　
全
国
的
に
バ
ス
運
転

士
の
深
刻
な
不
足
の
た
め
、

バ
ス
路
線
の
廃
止
、
路
線

短
縮
減
便
が
報
道
さ
れ
て

い
る
が
神
姫
バ
ス
の
バ
ス

運
転
士
充
足
状
況
は
ど
う

か
。
 

  　
神
姫
バ
ス
は
、
２
０
２

４
年
問
題
に
か
か
わ
ら
ず
、

以
前
か
ら
運
転
士
の
確
保

に
苦
慮
し
て
お
り
現
在
、

50
名
程
度
が
不
足
し
て
い

ま
す
。
（
※
１
）

　
　
福
崎
町
は
、
神
姫
バ

ス
に
よ
る
福
崎
町
内
の
３

路
線
の
維
持
存
続
に
つ
い

て
の
見
解
は
ど
う
か
。
 

  　
バ
ス
を
含
む
地
方
公
共

交
通
は
、
町
民
の
重
要
な

移
動
手
段
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
運
行
事
業
者
や
国
・

県
な
ど
に
対
し
て
路
線
の

維
持
、
存
続
に
強
く
要
望

し
て
い
き
ま
す
。

　
　
福
崎
町
は
、
地
域
公

共
交
通
活
性
化
再
生
法
等

に
よ
る
各
種
公
共
交
通
の

維
持
に
か
か
る
制
度
を
研

究
し
て
い
る
か
。
 

 　
県
の
勉
強
会
な
ど
に
積

極
的
に
参
加
し
、
制
度
の

理
解
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
　
福
崎
町
域
の
バ
ス
路

線
廃
止
に
か
か
る
報
道
発

表
前
の
情
報
収
集
・
研
究

が
、
早
期
の
バ
ス
路
線
再

開
へ
の
事
前
準
備
が
可
能

と
な
る
こ
と
に
つ
い
て
の

考
え
方
は
ど
う
か
。
 

  　
地
域
旅
客
運
送
サ
ー
ビ

ス
継
続
事
業
は
、
例
え
ば

計
画
運
行
業
者
が
、
バ
ス

運
行
路
線
の
運
行
継
続
が

困
難
と
の
情
報
を
公
表
し

て
以
降
に
、
自
治
体
は
公

共
交
通
活
性
化
協
議
会
を

設
け
ま
す
の
で
、
事
前
の

準
備
は
非
常
に
難
し
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
３
路
線
の
存
続

に
向
け
て
は
、
姫
路
市
や

加
西
市
に
お
い
て
も
事
業

と
し
て
認
定
し
て
い
た
だ

く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　
　
福
崎
町
は
、
公
共
交

通
維
持
に
つ
い
て
、
財
政

支
援
の
優
先
度
を
高
め
る

の
か
。
 

  　
福
崎
町
も
国
や
県
と
同

様
に
、
バ
ス
運
行
事
業
者

の
収
支
の
差
額
を
、
公
共

交
通
維
持
確
保
対
策
補
助

金
と
し
て
財
政
支
援
を
行

っ
て
い
ま
す
が
、
財
政
的

な
優
先
度
を
高
め
る
具
体

的
な
計
画
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　
福
崎
町
内
巡
回
バ
ス

サ
ル
ビ
ア
号
、
市
川
町
連

携
デ
マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー
、

加
西
市
連
携
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
バ
ス
及
び
姫
路
市
連
携

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
ふ
く

ひ
め
号
で
は
現
在
、
あ
る

い
は
次
年
度
以
降
の
運
行

の
懸
念
に
か
か
る
情
報
の

把
握
は
行
っ
て
い
る
か
。
 

  　
事
業
者
か
ら
懸
念
事
項

の
把
握
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
神
姫
バ
ス
と
同
様
に
、

２
０
２
４
年
問
題
に
か
か

わ
ら
ず
以
前
か
ら
運
転
士

の
確
保
に
苦
慮
し
て
い
る

と
聞
い
て
い
ま
す
。

副
町
長
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

問
 

問
 

問
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

問
 

問
 

問
 

問
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三 輪 一 朝 

ふるさと納税受入れ額の拡大を 

人員の強化も含めて検討していきたい 

※１　バス運転士の労働環境が改善される「２０２４年問題」により

　　全国的な課題として、同年４月以降は一層バス運転士が不足する

　　ことが確実視されており、新たにバス路線廃止、減便となる可能

　　性が高い。

福
崎
町
内
を
運
行
す
る

福
崎
町
内
を
運
行
す
る
 

神
姫
バ
ス
路
線
　
　
　

神
姫
バ
ス
路
線
　
　
　
 

福
崎
町
内
を
運
行
す
る
 

神
姫
バ
ス
路
線
　
　
　
 



一般質問 

13 ふくさき議会だより　第169号 

 
 
令
和
４
年
度
に
策
定

さ
れ
た
福
崎
町
西
部
工
業

団
地
拡
張
基
本
構
想
と
は

ど
う
い
う
も
の
か
。
 

 　
令
和
５
年
２
月
の
民
生

ま
ち
づ
く
り
常
任
委
員
会

で
説
明
し
た
内
容
か
ら
、

規
模
を
縮
小
し
た
土
地
基

本
構
想
図
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
当
初
の
計
画
か
ら
規

模
を
縮
小
し
た
拡
張
に
な

る
と
い
う
事
で
、
多
く
の

企
業
の
要
望
に
答
え
る
に

は
面
積
が
足
り
な
い
と
考

え
る
。
そ
こ
で
、
現
在
の

東
部
工
業
団
地
と
中
国
道

を
は
さ
ん
で
立
地
す
る
町

内
で
最
も
早
く
圃
場
整
備

が
さ
れ
た
た
め
最
大
で
も

３
反
の
面
積
し
か
な
く
高

低
差
も
き
つ
く
、
い
ろ
ん

な
面
で
耕
作
に
苦
労
を
要

し
、
農
業
生
産
性
も
低
く
、

今
日
的
な
農
業
に
は
不
向

き
な
農
地
で
は
あ
る
が
、

県
道
三
木
・
宍
粟
線
に
隣

接
し
交
通
ア
ク
セ
ス
は
良

好
で
、
工
業
団
地
と
し
て

造
成
す
る
に
は
好
立
地
と

考
え
る
地
域
が
あ
る
。
農

地
を
活
用
し
た
整
備
の
手

法
は
前
回
の
拡
張
整
備
で

確
立
さ
れ
て
い
る
の
で
、

西
部
で
不
足
す
る
面
積
を

東
部
で
補
う
た
め
、
西
部

と
並
行
し
て
東
部
も
進
め

て
い
た
だ
き
た
い
。
 

 　
現
在
、
西
部
工
業
団
地

拡
張
を
進
め
て
い
る
中
で

東
部
工
業
団
地
拡
張
を
検

討
す
る
こ
と
は
無
理
で
す
。

 
 
西
部
に
つ
い
て
は
既

存
の
操
業
企
業
の
業
務
拡

大
に
向
け
整
備
さ
れ
る
と

し
て
、
東
部
に
つ
い
て
は

今
ま
で
福
崎
町
で
操
業
さ

れ
て
い
な
い
企
業
等
に
よ

る
新
た
な
雇
用
創
出
や
産

業
の
活
性
化
と
い
う
視
点

で
、
西
部
と
東
部
で
す
み

分
け
を
す
る
の
も
有
効
と

考
え
る
。
少
子
高
齢
・
人

口
減
少
対
策
と
し
て
、
若

者
の
移
住
・
定
住
を
図
る

こ
と
が
重
要
で
、
魅
力
あ

る
働
く
場
所
の
実
現
で
、

若
者
の
雇
用
が
生
ま
れ
れ

ば
、
町
の
将
来
は
明
る
い

と
考
え
る
。
ぜ
ひ
に
で
も

西
部
に
加
え
て
東
部
の
拡

張
を
強
く
要
望
す
る
。
 

 　
今
、
し
よ
う
と
し
て
い

る
西
部
工
業
団
地
の
計
画

を
進
め
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。
そ
れ
が
完
了
し

た
ら
考
え
て
い
っ
た
ら
と

思
い
ま
す
。

 
 
福
崎
町
は
民
俗
学
の

父
で
あ
る
柳
田
國
男
先
生

を
は
じ
め
、
松
岡
家
５
兄

弟
に
は
井
上
通
泰
先
生
な

ど
の
国
文
学
者
も
お
ら
れ
、

全
員
の
方
に
文
学
の
素
養

が
あ
り
、
そ
う
し
た
縁
で

町
文
化
協
会
主
催
の
短
歌

祭
を
毎
年
開
催
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
井
ノ
口
区
出

身
の
文
学
者
で
若
く
し
て

亡
く
な
ら
れ
た
歌
人
　
岸

上
大
作
さ
ん
も
お
ら
れ
る
。

福
崎
町
の
文
学
遺
産
を
活

用
す
る
計
画
は
ど
う
な
っ

て
い
る
か
。
 

 　
歴
史
や
文
化
及
び
個
人

に
ま
つ
わ
る
顕
彰
に
つ
い

て
は
引
き
続
き
行
っ
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

 
 
文
学
遺
産
を
観
光
振

興
に
生
か
す
た
め
、
　
川

山
の
文
学
の
小
径
に
梅
の

木
の
植
樹
を
す
る
な
ど
し
、

鈴
の
森
神
社
・
　
川
山
山

頂
か
ら
北
野
天
満
宮
へ
散

策
す
る
観
光
ル
ー
ト
と
し

て
整
備
で
き
な
い
か
。
　

川
山
山
頂
は
見
晴
ら
し
が

い
い
の
で
、
福
崎
夏
ま
つ

り
の
花
火
見
学
に
は
最
適

で
多
く
の
方
々
に
来
て
い

た
だ
く
事
で
、
岸
上
大
作

さ
ん
を
顕
彰
す
る
望
郷
の

丘
も
見
て
い
た
だ
け
る
、

新
た
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
に

な
る
と
考
え
る
が
。
 

 

　
新
た
な
植
樹
に
よ
る
整

備
は
今
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。

 
 
観
光
客
の
宿
泊
型
観

光
ま
た
工
業
団
地
を
含
む

操
業
企
業
に
関
係
す
る
ビ

ジ
ネ
ス
マ
ン
の
出
張
ニ
ー

ズ
に
加
え
て
２
０
２
５
年
の

大
阪
関
西
万
博
の
開
催
で

多
く
の
外
国
人
・
国
内
の

方
々
が
来
ら
れ
、
大
阪
を

中
心
と
し
た
ホ
テ
ル
は
姫

路
を
は
じ
め
満
室
に
な
る

事
が
考
え
ら
れ
、
町
内
に

あ
る
程
度
の
規
模
の
ビ
ジ

ネ
ス
ホ
テ
ル
が
完
成
す
れ

ば
、
人
口
２
万
弱
の
小
さ

な
町
の
発
展
を
示
す
シ
ン

ボ
ル
に
な
る
と
考
え
る
が
。
 

 　
申
し
出
が
あ
れ
ば
、
町

と
し
て
用
途
地
域
を
変
更

す
る
な
ど
協
力
可
能
な
こ

と
は
行
っ
て
い
き
た
い
と

考
え
ま
す
。

地
域
振
興
課
長
 

町
長
 

問
 

問
 

町
長
 

社
会
教
育
課
長
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

問
 

問
 

社
会
教
育
課
長
 

問
 

問
 

今、西部工業団地を検討していて、東部工業団地の 
検討は無理です 

西部工業団地拡張・東部工業団地 
拡張を同時にできないか 

外
国
人

外
国
人
・
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
の
宿
泊
宿
泊
 

施
設
と

施
設
と
し
て
し
て
ホ
テ
ル
の
誘
致
誘
致
は
 

外
国
人
・
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ン
の
宿
泊
 

施
設
と
し
て
ホ
テ
ル
の
誘
致
は
 

　
川
界
隈

　
川
界
隈
の
　
川
山

　
川
山
の
 

観
光
振
興

観
光
振
興
に
つ
い
て
　
 

　
川
界
隈
の
　
川
山
の
 

観
光
振
興
に
つ
い
て
　
 

牛 尾 雅 一  

ほ
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前向きに取り組みます 

保育条件・保育料、給食など 
支援策の充実を 

小 林 　博  

地
域
振
興
課
長
 

住
民
生
活
課
長
 

学
校
教
育
課
長
 

企
画
財
政
課
長
 

社
会
教
育
課
長
 

ま
ち
づ
く
り
課
長
 

教
育
長
 

教
育
長
 

問
 

問
 

問
 

問
 

問
 

技
監
 

問
 

問
 

問
 

公
営
企
業
管
理
者
 

公
営
企
業
管
理
者
 

上
下
水
道
課
長
 

問
 

安
全
な
町
づ
く
り

安
全
な
町
づ
く
り
 

安
全
な
町
づ
く
り
 

観
光
対
策

観
光
対
策
 

観
光
対
策
 

住
民
生
活
課
長
 

問
 

問
 信

頼
と
住
民
参
加

信
頼
と
住
民
参
加
 

信
頼
と
住
民
参
加
 

上
下
水
道

上
下
水
道
に
つ
い
て
 

上
下
水
道
に
つ
い
て
 

町
長
 

 
 
子
育
て
支
援
は
成
長

に
合
わ
せ
た
切
れ
目
の
な

い
施
策
が
必
要
。
 

 　
一
人
一
人
の
人
生
に
寄

り
添
う
各
種
の
施
策
を
進

め
て
い
ま
す
。

 
 
９
月
質
問
の
継
続
で

認
定
こ
ど
も
園
の
入
園
条

件
と
高
い
保
育
料
の
改
善

が
課
題
、
教
育
委
員
会
で

検
討
さ
れ
た
か
。
 

 　
入
園
条
件
、
保
育
の
必

要
性
の
認
定
に
つ
い
て
は
、

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法

第
19
条
に
従
い
認
定
を
し

て
い
ま
す
。
条
件
を
優
し

く
適
用
し
て
い
る
面
も
あ

り
ま
す
。
保
育
料
は
平
成

27
年
度
以
降
維
持
し
て
お

り
、
令
和
元
年
度
か
ら
住

民
税
非
課
税
世
帯
の
保
育

料
ゼ
ロ
を
継
続
し
て
い
る

状
況
で
あ
り
、
今
後
も
継

続
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
教
育
委
員
会
で
は
議
論

の
対
象
に
は
な
っ
て
い
ま

せ
ん
。

 
　
給
食
費
の
無
償
化
は

国
よ
り
地
方
が
先
行
拡
大

し
て
い
る
。
福
崎
町
も
実

施
す
べ
き
だ
。
 

 　
来
年
度
予
算
の
編
成
で

検
討
し
て
い
ま
す
。

　
保
育
料
と
給
食
費
無
償

化
は
で
き
る
だ
け
積
極
的

に
考
え
て
い
き
ま
す
。

 
 
図
書
館
の
ウ
ッ
ド
デ

ッ
キ
が
滑
り
や
す
く
危
険

で
あ
る
。
対
応
を
求
め
る
。
 

 　
対
策
を
考
え
て
い
き
ま

す
。

  
 
信
号
設
置
や
学
校
・

駅
前
周
辺
等
の
速
度
規
制

の
熱
意
あ
る
取
り
組
み
を

求
め
る
。
 

 　
繰
り
返
し
要
望
し
て
い

き
ま
す
。

 
 
主
要
交
差
点
等
の
隣

地
が
更
地
に
な
っ
て
い
る

と
こ
ろ
が
あ
る
。
待
ち
場

所
等
の
検
討
を
求
め
る
。
 

 　
緊
急
性
や
予
算
等
か
ら

検
討
し
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

 
 
甘
地
福
崎
線
の
拡
幅

用
地
無
償
提
供
の
約
束
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
 

 　
約
束
は
生
き
て
お
り
粘

り
強
く
交
渉
し
て
い
ま
す
。

 
 
ト
イ
レ
整
備
や
案
内

板
・
チ
ラ
シ
の
整
備
、ガ
イ

ド
の
養
成
、電
気
自
動
車
の

充
電
施
設
設
置
な
ど
の
意

見
を
聞
い
て
い
る
が
ど
う
か
。 

 　
観
光
ト
イ
レ
は
清
潔
を

保
つ
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

案
内
板
等
は
傷
ん
だ
も
の

は
随
時
交
換
し
て
い
き
ま

す
。
観
光
ガ
イ
ド
は
地
元

区
に
話
を
か
け
て
い
ま
す
。

充
電
設
備
は
　
川
観
光
交

流
セ
ン
タ
ー
で
の
設
置
を

検
討
中
で
す
。

 
 
上
下
水
道
は
全
て
の

住
民
の
生
活
に
最
も
重
要

で
あ
る
が
、国
の
指
針
、経

営
戦
略
等
が
優
先
さ
れ
る

こ
と
に
地
方
自
治
の
観
点

か
ら
心
配
し
て
い
る
。
公

共
事
業
で
も
あ
り
、
住
民

福
祉
に
つ
い
て
の
認
識
は
。
 

 　
公
共
性
と
経
済
性
の
バ

ラ
ン
ス
を
考
え
な
が
ら
運

営
し
て
い
ま
す
。

 
 
下
水
道
料
金
の
値
上

げ
の
執
着
を
強
く
感
じ
る
。

コ
ン
サ
ル
へ
委
託
中
だ
が

中
間
報
告
を
し
、
住
民
等

の
意
見
を
聞
い
て
は
ど
う

か
。
接
続
率
が
低
い
ま
ま

で
の
計
画
は
値
上
げ
幅
が

大
き
く
な
る
。
投
資
計
画

は
適
正
か
。
 

 　
答
申
後
に
審
議
会
に
諮

り
ま
す
。

　
物
価
高
騰
も
あ
り
投
資

計
画
を
見
直
し
て
い
ま
す
。

接
続
率
向
上
の
努
力
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

 
 
高
橋
の
不
法
投
棄
対

応
は
町
の
熱
意
あ
る
取
り

組
み
を
。
 

 　
県
が
根
気
強
く
催
促
し

て
い
ま
す
。

は
か
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ふるさと納税を増やす努力を 

城 谷 英 之  

 
 
各
市
町
で
ふ
る
さ
と

納
税
企
業
版
に
力
を
入
れ

て
い
る
と
聞
く
。
仕
組
み

は
。
 

 　
国
が
認
定
し
た
地
方
公

共
団
体
の
地
方
再
生
計
画

に
対
し
て
企
業
が
寄
附
を

行
っ
た
場
合
に
法
人
関
係

税
か
ら
税
額
を
控
除
す
る

仕
組
み
で
す
。
福
崎
町
は

令
和
３
年
３
月
に
総
務
省

か
ら
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

 
 
企
業
の
メ
リ
ッ
ト
は
 

 　
令
和
６
年
度
ま
で
を
適

用
期
限
と
す
る
現
制
度
で

は
、
損
金
算
入
に
よ
る
軽

減
効
果
と
法
人
住
民
税
や

法
人
税
、
法
人
事
業
税
の

税
額
控
除
に
よ
り
最
大
寄

附
額
の
約
９
割
を
軽
減
し
、

実
質
的
な
企
業
負
担
を
約

１
割
ま
で
圧
縮
で
き
ま
す
。

 
 
対
象
に
な
る
企
業
へ

説
明
等
行
か
れ
て
い
る
か
。
  　

工
業
団
地
協
議
会
の
総

会
で
寄
附
を
お
願
い
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
チ
ラ
シ

を
配
布
し
て
理
解
を
求
め

て
い
ま
す
。
営
業
面
は
令

和
５
年
度
か
ら
ジ
チ
タ
イ

ア
ド
に
委
託
し
て
い
ま
す
。

 
 
町
長
、
副
町
長
、
公

営
企
業
管
理
者
が
行
か
れ

て
は
。
 

 　
そ
う
い
う
活
動
を
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
と
今
改

め
て
感
じ
ま
し
た
。

 
 
春
日
山
に
ミ
ズ
ト
ラ

ノ
オ
と
い
う
植
物
が
生
息

し
て
い
る
と
聞
い
た
。
ど

う
い
う
植
物
か
。
 

  　
低
湿
地
や
休
耕
田
な
ど

に
生
息
す
る
シ
ソ
科
の
多

年
草
で
、
高
さ
は
30
セ
ン

チ
か
ら
50
セ
ン
チ
程
度
、

８
月
か
ら
10
月
に
開
花
し

淡
い
紫
色
の
花
を
つ
け
ま

す
。
絶
滅
の
お
そ
れ
の
あ

る
野
生
動
植
物
を
リ
ス
ト

ア
ッ
プ
し
た
兵
庫
県
版
レ

ッ
ド
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク
２
０

２
０
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、

兵
庫
県
ラ
ン
ク
は
Ｂ
ラ
ン

ク
、
環
境
省
ラ
ン
ク
は
絶

滅
危
惧
２
類
に
該
当
し
て

い
ま
す
。
県
内
で
は
福
崎

町
の
ほ
か
７
市
町
に
分
布

し
、
絶
滅
の
危
険
が
増
大

し
て
お
り
、
減
少
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

 
 
１２
月
３
日
に
「
い
ざ

の
ぼ
ら
ん
！
春
日
山
城
！
」

を
開
催
で
き
た
。
地
元
営

農
や
、
庄
ま
つ
り
保
存
会

な
ど
地
域
だ
け
で
な
く
、

登
山
の
好
き
な
方
、
春
日

山
を
愛
さ
れ
る
方
、
播
州

後
藤
家
に
関
わ
る
方
、
そ

れ
か
ら
後
藤
又
兵
衛
顕
彰

会
の
方
々
な
ど
の
参
加
が

あ
っ
た
。
そ
れ
だ
け
地
域

と
も
つ
な
が
り
が
あ
る
。

観
光
文
化
財
、
伝
統
文
化
、

遊
歩
道
、
林
業
、
林
道
を

含
め
て
こ
の
ま
ま
取
り
組

ん
で
い
た
だ
け
な
い
か
。
 

 　
次
年
度
以
降
に
つ
い
て
、

春
日
山
を
考
え
る
会
、
地

域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
ん

と
勉
強
会
を
重
ね
て
い
き

ま
す
。
そ
の
上
で
何
を
ど

う
す
る
の
か
調
整
の
上
、

地
域
活
性
化
事
業
と
し
て

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

 
 
地
域
文
化
財
総
合
活

用
事
業
の
活
用
が
増
え
て

き
た
が
ご
存
知
の
な
い
地

区
や
保
存
会
、
青
年
団
、

消
防
団
も
あ
る
の
で
は
。

一
度
説
明
会
を
し
て
は
。
 

 　
丁
寧
な
説
明
を
心
が
け
、

説
明
会
の
開
催
に
つ
い
て

も
考
え
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

 
 
兵
庫
県
市
町
職
員
互

助
会
地
域
伝
統
文
化
振
興

事
業
は
い
つ
か
ら
始
ま
っ

た
か
。
 

 　
平
成
16
年
か
ら
事
業
が

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
福

崎
町
で
は
令
和
５
年
度
に

申
請
を
し
て
い
ま
す
。

 
 
も
う
少
し
早
く
す
る

べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
。
 

 　
改
め
て
そ
う
い
う
観
点

で
各
課
に
指
示
を
し
、
内

容
を
よ
く
吟
味
し
て
取
れ

る
も
の
は
と
っ
て
い
く
と

い
う
よ
う
な
姿
勢
で
臨
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

問
 

問
 

問
 

問
 

社
会
教
育
課
長
 

社
会
教
育
課
長
 

地
域
振
興
課
長
 

地
域
振
興
課
長
 

税
務
課
長
 

農
林
振
興
課
長
 

町
長
 

問
 

副
町
長
 

問
 

問
 

問
 

問
 

関係団体にどのように進めるべきかも含め相談 
していきたい 

春
日
山
に
つ
い
て

春
日
山
に
つ
い
て
 

春
日
山
に
つ
い
て
 

伝
統
文
化

伝
統
文
化
に
つ
い
て
 

伝
統
文
化
に
つ
い
て
 

ミズトラノオ
播磨植物図鑑中播磨県民センター 2016

地
域
振
興
課
長
 

。
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集
後
記
 

　
年
の
瀬
に
向
け
て
2
0
2
3
年

最
強
寒
波
が
到
来
し
、
一
日
中
冷

蔵
庫
の
中
の
よ
う
な
厳
し
い
日
々

が
続
き
ま
し
た
。
大
晦
日
を
前
に

寒
さ
が
緩
み
、
穏
や
か
な
お
正
月

を
迎
え
ら
れ
る
と
思
っ
て
い
ま
し

た
が
、
元
日
か
ら
大
き
な
地
震
・

事
故
が
続
き
大
変
な
年
明
け
と
な

り
ま
し
た
。
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々

に
心
か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
。
い
つ
何
が
あ
る
か
わ
か
ら
な

い
か
ら
１
日
１
日
を
大
切
に
過
ご

さ
な
い
と
、
と
改
め
て
実
感
し
ま

し
た
。

　
2
0
2
5
年
に
は
大
阪
・
関
西

万
博
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
日
本
全

体
で
応
援
し
、
日
本
・
関
西
・
福

崎
町
の
発
展
に
繋
げ
れ
ば
と
考
え

て
い
ま
す
。
今
年
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。（

牛
尾
雅
一
）

委 員 長　植 岡 茂 和  

副委員長　大 塚 記美代 

委　　員　石 川 　 治  

委　　員　牛 尾 雅 一  

委　　員　河 嶋 重一郎 

委　　員　松 岡 秀 人  

議会広報常任委員会 

この広報紙は再生紙を使っています。 

12月3日　いざ登らん！春日山城！ 

12月3日　ユニバーサルな文化祭 

次の定例会は 

  3月4日 開会予定 

応募期間　2月1日㈭～25日㈰20時まで 
　　　申込みにはスマホが必要です 
　　　応募多数の場合は抽選になります 
販売期間　3月11日㈪～4月30日㈫ 
利用期間　3月11日㈪～6月30日㈰ 
問い合わせ先 
　　ひょうご家計応援キャンペーンプレミアム
　　付デジタル券「はばたんPay＋」事務局 
専用コールセンター 
　　☎050-2018-3367 
特設サイト 
　　https://habatan-pay-plus.com/

県内多くの小売店、飲食店などで使える 
スマホアプリ「はばたんPay+」を 
活用した家計応援キャンペーンです。 


